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【目的】 

ビールの市場はピルスナータイプと呼ばれるビールが主流であるが、2000 年代に北米を発端とした

クラフトビールブームによって、様々なタイプのビールが醸造されているようになった。ホップは

ビールの香りを変化させる重要な原料であり、品種によりその香りの特性が異なる。特にフレーバー

ホップと呼ばれるホップ品種群が特徴的な香りを作り出す品種として重要視されている。その中でも

北米のクラフトビールシーンを中心に、サッポロビールが 30 年以上前に育種した「ソラチエース」

がユニークな香りを作り出す品種として脚光を浴びている。ソラチエースで醸造したビールの香りは、

松、森林、ディルハーブ、レモンなどと表現されているが、その香りの成分は特定できていなかった。

そこで、ソラチエースに含まれている香りの成分の解明を行った。 

【方法・結果】 

 通常のアロマホップ、ソラチエースの 2 種類のホップで醸造したビールを 2 次元 GC-O、SPME-GC-MS

を用い比較分析を行った。その結果、ソラチエースに特異的に多く含まれている成分がゲラン酸であ

ることを特定した。更にゲラン酸そのものは閾値が高い成分であるものの、他のホップの香り成分と

相互作用することでソラチエース特有のレモン様の香りを形成することを官能評価によって明らか

にした。また、ホップの添加時期が異なったビールを醸造したところ、ゲラン酸の含有量は変化しな

いが、その他のホップの成分が変化するため、発酵中にホップを添加するドライホッピング法がレモ

ン様の特徴を出すために適した方法であると考えられた。 
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